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Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
発
生
す
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
海
洋
放
出
が
開
始
し
て
、
間
も
な
く
一
年
と
な
る
。
一
部

の
海
外
諸
国
に
よ
る
日
本
産
水
産
物
の
輸
入
停
止
措
置
な
ど

を
踏
ま
え
、
東
京
電
力
で
は
、
全
国
各
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
や

販
売
促
進
会
、
社
内
販
売
な
ど
を
通
じ
、
全
社
員
・
全
グ
ル
ー

プ
が
一
丸
と
な
っ
て
国
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
一
方
、
北
海
道
で
は
二
○
二
四
年
上
半
期
の
水
産

物
輸
出
額
が
前
年
同
期
比
で
半
減
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
同
社
は
こ
の
ほ
ど
、
東
京
・
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅

前
Ｓ
Ｌ
広
場
を
中
心
に
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
新
橋
こ
い
ち
祭
」

に
初
め
て
出
店
し
た
。
七
月
二
五
、二
六
日
の
期
間
中
（
両
日

と
も
、
一
五
時
～
二
○
時
半
）、「
常
磐
も
の
」
を
使
っ
た
「
さ

ん
ま
の
ポ
ー
ポ
ー
焼
き
」（
サ
ン
マ
の
す
り
身
に
味
噌
と
薬
味

を
混
ぜ
て
団
子
に
し
た
漁
師
飯
）
や
福
島
の
酒
を
提
供
す
る

「
発
見
！
ふ
く
し
ま
」
の
他
、
昨
年
一
一
月
に
Ｓ
Ｌ
広
場
で
行

わ
れ
た
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
「
ホ
タ
テ
祭
り
」
で
も
盛
況
だ
っ

た
「
ホ
タ
テ
応
援
隊
」
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
福
島
県
・
北
海

道
の
美
味
を
振

る
舞
っ
た
。

 

開
催
初
日
の

二
五
日
に
は
小

早
川
智
明
社
長

が
応
援
に
駆
け

付
け
、「
ホ
タ
テ

串
焼
き
」
の
調

理
・
販
売
に
当

た
っ
た
。「
ホ
タ

テ
応
援
隊
」
の

ブ
ー
ス
は
、
Ｊ

Ｒ
新
橋
駅
日
比
谷
口
を
出
て
す
ぐ
。
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
に
も

香
ば
し
さ
が
漂
う
。
一
五
時
の
開
場
後
、
小
早
川
社
長
が
ブ
ー

ス
に
立
っ
た
一
六
時
半
頃
に
は
、
ホ
タ
テ
を
求
め
る
来
場
者

の
列
が
で
き
、
仕
事
帰
り
の
人
た
ち
が
繰
り
出
す
一
九
時
半

過
ぎ
に
は
既
に
売
り
切
れ
と
な
る
人
気
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

ブ
ー
ス
対
応
後
、
取
材
に
応
じ
た
小
早
川
社
長
は
、
こ
れ

ま
で
の
国
産
水
産
物
販
売
支
援
に
対
す
る
謝
意
を
繰
り
返
し

強
調
。
七
月
一
六
日
に
通
算
七
回
目
（
今
年
度
三
回
目
）
を

完
了
し
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
つ
い
て
は
、「
こ

れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
安
全
を
第
一
に
進
め
て
い
き
、
海
域

の
放
射
能
測
定
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。
会
場

内
、
Ｃ
一
一
形
Ｓ
Ｌ
の
脇
に
設
置
さ
れ
た
温
度
計
は
三
四
℃
。

一
七
時
頃
か
ら
は
小
雨
が
ぱ
ら
つ
き
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
賑

わ
い
を
増
し
、「
か
に
み
そ
甲
羅
焼
き
」、「
う
に
貝
焼
」
の
他
、

福
島
特
産
の
桃
を
用
い
た
ア
イ
ス
「
ふ
し
ぎ
な
ピ
ー
チ
バ
ー
」

（
竹
内
ま
り
や
の
ヒ
ッ
ト
曲
に
因
ん
だ
命
名
）
な
ど
、
様
々
な

美
味
が
食
欲
を
そ
そ
っ
た
。
同
氏
は
、ま
ず
「
食
べ
て
も
ら
う
」

こ
と
と
強
調
し
、
今
後
も
着
実
に
応
援
し
て
い
く
姿
勢
を
示

し
た
。

 

「
新
橋
こ
い
ち
祭
」
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
九
○
年
代
半

ば
、
新
橋
界
隈
に
務
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
に
「『
小
一
』
時

間
楽
し
ん
で
も
ら
う
」
思
い
で
地
元
商
店
会
が
始
め
た
も
の
。

近
年
で
は
、
若
者
連
れ
も
多
く
、
二
七
回
目
と
な
る
今
回
は
、

二
日
間
で
約
一
四
万
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
に

生
き
る
動
物
（
そ
の
二
）
を
紹
介
し
た
い
。
プ
ラ
タ
ー
公
園

の
中
な
ど
で
は
、
犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
る
市
民
に
よ
く
遭
遇

す
る
。
お
互
い
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
を
付
け
た
犬
た
ち
が
歩

道
で
出
会
っ
て
も
、
吠
え
も
し
な
け
れ
ば
、
飛
び
掛
り
も
せ

ず
に
、
普
通
に
す
れ
違
う
。
市
電
や
バ
ス
の
中
で
は
、
大
き

な
犬
は
飼
い
主
の
足
元
に
う
ず
く
ま
り
、
小
型
犬
は
飼
い
主

の
膝
の
上
に
お
と
な
し
く
座
っ
て
い
る
姿
も
微
笑
ま
し
い
。

い
ず
れ
も
規
則
に
よ
り
口
輪
を
付
け
て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン

や
カ
フ
ェ
に
も
、
飼
い
主
と
一
緒
に
お
出
か
け
し
て
マ
ナ
ー

が
よ
い
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
犬
達
に
敵
意
の
こ
も
っ
た
眼
差

し
を
向
け
る
人
は
ま
ず
い
な
い
。
子
供
た
ち
の
態
度
も
、
犬

に
変
に
愛
嬌
が
良
か
っ
た
り
、
恐
怖
心
丸
出
し
と
い
う
子
も

い
な
い
。
筆
者
が
勤
務
し
た
事
務
所
の
秘
書
も
よ
く
ジ
ャ
ー

マ
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド
を
職
場
に
連
れ
て
来
て
、
彼
女
の
足
下

に
行
儀
よ
く
座
ら
せ
て
い
た
。
最
初
は
真
っ
黒
の
巨
体
に
驚

い
た
が
、
お
と
な
し
い
の
で
直
ぐ
慣
れ
て
撫
で
て
可
愛
が
っ

て
い
た
。
ウ
ィ
ー
ン
は
犬
が
い
る
の
が
当
た
り
前
の
社
会
で

あ
り
、
人
間
社
会
に
何
気
な
く
溶
け
込
ん
で
生
活
し
て
い
る

犬
の
姿
に
愛
着
を
覚
え
る
。
お
よ
そ
一
四
万
頭
の
犬
が
飼
わ

れ
て
い
る
。（
＊
）

　

一
方
、
京
都
市
に
も
愛
犬
家
が
多
く
、
公
園
や
街
中
ば
か

り
で
な
く
、
ワ
ン
コ
同
伴
Ｏ
Ｋ
の
カ
フ
ェ
や
茶
屋
で
も
犬
と

遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
神
宮
丸
太
町
近
く
の
鴨

川
河
川
敷
に
南
北
に
広
が
る
鴨
川
公
園
は
、
市
街
地
の
中
に

あ
る
貴
重
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
空
間
と
し
て
老
若
男
女
を
問
わ

ず
多
く
の
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
朝
夕
に
は
多
く
の
愛

犬
家
が
犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
る
。
大
体
、
決
ま
っ
た
時
間
に

顔
な
じ
み
の
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
、
散
歩
の
合
間
に
さ
り

げ
な
い
会
話
や
情
報
交
換
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、

平
安
神
宮
前
の
大
鳥
居
周
辺
に
あ
る
岡
崎
公
園
や
仁
王
門
通

り
の
犬
と
の
散
歩
は
景
色
も
良
く
、
近
く
に
は
歴
史
的
建
造

物
も
数
多
く
あ
り
四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
め
る
。
神
社
や

寺
院
に
よ
っ
て
は
ペ
ッ
ト
の
同
伴
を
禁
止
（
ま
た
は
制
限
）

し
て
い
る
施
設
・
エ
リ
ア
も
あ
る
が
、
例
え
ば
、
紅
葉
の
名

所
と
し
て
名
高
い
南
禅
寺
境
内
な
ど
の
よ
う
に
、
多
く
は
リ
ー

ド
着
用
に
よ
り
犬
と
一
緒
に
散
策
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、

ウ
ィ
ー
ン
と
違
っ
て
京
都
市
の
地
下
鉄
や
バ
ス
は
犬
の
同
伴

は
、
ケ
ー
ス
に
入
れ
た
小
型
犬
か
補
助
犬
以
外
は
禁
止
と
な
っ

て
い
る
。
人
口
比
で
は
ウ
ィ
ー
ン
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
お
よ
そ

一
二
万
頭
の
犬
が
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
る

 

余
談
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
勤
務
時
に
秘
書
が
連
れ
て
来
た

ジ
ャ
ー
マ
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド
は
、

定
期
的
に
訓
練
に
参
加
し
て
い

る
と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出

す
。
京
都
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
で

雌
の
チ
ワ
ワ
を
飼
っ
て
い
た
が
、

犬
に
し
て
は
珍
し
く
散
歩
が
嫌

い
だ
っ
た
の
で
、
偶
に
し
か
鴨

川
公
園
に
連
れ
て
行
か
な
か
っ

た
。
今
月
も
両
地
に
生
き
る
動

物
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た

幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
ウ
ィ
ー

ン
の
公
園
で
の
犬
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
（
＊
）。

＊
参
考
ブ
ロ
グ
：
「
ウ
ィ
ー
ン
在
住
の
ト
レ
ー
ナ
ー
さ
ん
に

聞
く
犬
事
情
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元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
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■

杉
本
純
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原
子
力
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「ホタテ応援隊」のブースに立つ小早川社長」
https://www.jaif.or.jp/journal/japan/24107.html
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